
り
、
土
壌
中
の
成
分
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
作
付
け
前
に
土

壌
診
断
を
行
い
、
土
壌
中
の
肥
料
成
分
の

過
不
足
を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。

４ 

散
布
方
法

　

た
い
肥
は
マ
ニ
ア
ス
プ
レ
ッ
ダ
に
よ
る

散
布
が
一
般
的
で
す
が
、
ペ
レ
ッ
ト
状
や

粒
状
に
加
工
さ
れ
て
い
る
た
い
肥
で
あ
れ

ば
、
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
タ
に
よ
る
散
布
も

可
能
で
す
。

　

ま
た
、
た
い
肥
生
産
者
が
散
布
も
行
っ

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
生
産
者

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

５ 

情
報
提
供

　

埼
玉
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
た
い

肥
生
産
者
リ
ス
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
販
売
価
格
や
運
搬
・
散
布
方
法

等
及
び
一
般
家
庭
菜
園
向
け
の
た
い
肥
販

売
に
つ
い
て
は
、
必
ず
生
産
者
に
問
合
せ

の
上
、
御
確
認
く
だ
さ
い
。

（
大
里
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
農
業
支
援
部
）

た
い
肥
利
用
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

　

化
学
肥
料
の
高
騰
が
続
く
な
か
、
肥
料

費
を
削
減
す
る
１
つ
の
方
法
と
し
て
、
た

い
肥
の
利
用
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
種
類
や

そ
の
特
徴
を
理
解
し
、
上
手
に
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

１ 

た
い
肥
の
種
類
と
特
徴

　

家
畜
ふ
ん
等
の
原
料
や
も
み
殻
な
ど
の

添
加
さ
れ
る
資
材
に
よ
り
、
成
分
や
特
性

が
変
わ
り
ま
す
。
目
的
に
合
う
た
い
肥
を

選
び
ま
し
ょ
う
。

⑴ 

鶏
ふ
ん
た
い
肥
（
発
酵
鶏
ふ
ん
）

　

肥
料
成
分
が
高
く
、
化
成
肥
料
の
代
替

と
し
て
使
用
し
や
す
い
で
す
。
石
灰
含
量

が
多
い
の
で
、
㏗
の
高
い
ほ
場
で
は
施
用

を
控
え
ま
し
ょ
う
。

⑵ 

豚
ふ
ん
た
い
肥

　

鶏
ふ
ん
と
同
様
に
肥
料
成
分
が
高
い
で

す
。

⑶ 

牛
ふ
ん
た
い
肥

　

肥
料
成
分
は
低
く
、
効
き
は
緩
や
か
で

す
。
土
壌
改
良
剤
と
し
て
の
効
果
が
高
い

で
す
。

２ 

熟
度
に
つ
い
て

　

未
熟
な
た
い
肥
は
、
微
生
物
に
よ
り
発

酵
が
進
み
ま
す
。
こ
の
際
に
窒
素
が
消
費

さ
れ
る
た
め
、
一
時
的
に
植
物
が
利
用
で

き
る
窒
素
が
不
足
す
る
「
窒
素
飢
餓
」
が

起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
十
分
発
酵
し

た
た
い
肥
を
施
用
し
ま
し
ょ
う
。

３ 

施
用
量
の
目
安

　

た
い
肥
の
施
用
量
は
、

「
全
成
分
×
肥
効
率
」
か
ら
算
出
し
ま
す
。

全
成
分
は
肥
料
袋
な
ど
の
表
示
を
、
肥
効

率
は
表
１
を
参
照
し
ま
す
。

　

な
お
、
施
肥
窒
素
の
全
量
を
た
い
肥
で

施
用
す
る
と
、
初
期
成
育
の
遅
れ
等
が
生

じ
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
窒
素
施
用
量
の

３
～
６
割
を
た
い
肥
で
置
き
換
え
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
連
年
の
施
用
や
多
量
施
用
に
よ

図　たい肥の肥料成分と土壌改良効果のイメージ
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表 1　たい肥の肥効率（％）
たい肥の種類 窒素 リン酸 加里

牛 ふ ん 20 60 90
豚 ふ ん 40 60 90
鶏 ふ ん 50 70 90
生 ご み 30 ～ 50 80 90

表 2　牛ふんたい肥の計算例（めぬま堆肥くんの場合）
単位 窒素 リン酸 加里

含 有 量 ％ 1.2 0.6 1.8
肥 効 率 ％ 20 60 90

たい肥を 2t/10a
施用した場合 ㎏ 4.8 7.2 32.4

たい肥生産者
リスト

農作業メモ農作業メモ
お問い合わせ先

大里農林振興センター
農業支援部

熊谷市久保島1373-1
TEL.  048-526-2210
FAX.  048-526-2494

【全体運】うまくいきそうで一筋縄ではいかないとき。上昇運なので焦らずじっくり進めましょう。好結果が待っています
【健康運】楽しく体を動かして健康をキープ　　【幸運の食べ物】モロヘイヤ

☆モナ・カサンドラ★今月のあなたの運勢★ 8月 牡牛座　4/20〜5/20

❸



図 4  茎盤部に集まる幼虫
（ネギネクロバネキノコバエ）

図 3  白化した葉
（ネギハモグリバエ）

図 2  倒れた発病株
（軟腐病）

表1　定植以降のねぎ病害防除薬剤例（令和5年6月21日現在）
RAC

コード 農薬名 対象病害名 使用方法 本剤
使用回数

成分 同成分を含む
薬剤の有無※ 2白絹病 軟腐病 回数※ 1

2 ロブラール水和剤 ○ 株元灌注 3 回以内 イプロジオン 4 回以内
3 モンガリット粒剤 ○ 株元散布 3 回以内 シメコナゾール 3 回以内 ○
7 モンカット粒剤 ○ 株元散布 3 回以内 フルトラニル 4 回以内 ○
14 リゾレックス粉剤 ○ 株元散布 3 回以内 トルクロホスメチル 3 回以内 ○

U18 バリダシン液剤 5 ○ 株元散布 2 回 バリダマイシン 3 回以内○ 散布
31 スターナ水和剤 ○ 散布 3 回以内 オキソリニック酸 3 回以内 ○
P02 オリゼメート粒剤 ○ 株元散布 2 回以内 プロベナゾール 2 回以内 　

表２　定植以降のねぎ害虫防除薬剤例（令和5年6月21日現在）
RAC

コード 農薬名 対象病害名 使用方法 本剤
使用回数

成分 同成分を含む
薬剤の有無※ 2ハモグリバエ類 クロバネキノコバエ類 回数※ 1

28 ミネクトデュオ粒剤 ○ 株元散布 3 回以内 シアントラニリプロール 4 回以内 ○
4A チアメトキサム 4 回以内 ○
4A ダントツ粒剤 ○※ 3 株元散布 4 回以内 クロチアニジン 4 回以内 ○

4A アルバリン粒剤
スタークル粒剤 ○ ○ 株元散布 2 回以内

ジノテフラン
4 回以内 ○

4A アルバリン顆粒水溶剤
スタークル顆粒水溶剤 ○ ○ 株元灌注 1 回

15 カスケード乳剤 ○※ 3 ○ 散布 3 回以内 フルフェノクスロン 3 回以内
30 グレーシア乳剤 ○ ○ 散布 2 回以内 フルキサメタミド 4 回以内 　

※ 1 使用方法ごとに使用回
数が定められている成
分がある。登録内容を
よく読んで、使用回数
を守る。

※ 2 ねぎに登録のある薬剤
に限る。○の付いてい
る薬剤は、他の薬剤の
使用回数も意識して使
用する。

※ 3 ネギハモグリバエで登
録されている。

葉
身
の
展
開
部
に
水
浸
状
の
病
斑
を
生

じ
る
。
地
下
部
に
発
生
し
た
場
合
、
茎

盤
基
部
の
一
部
が
や
や
褐
変
し
、
地
上

部
は
生
育
不
良
と
な
る
。
進
行
す
る
と

株
が
倒
伏
す
る
（
図
２
）。

•

梅
雨
入
り
後
か
ら
気
温
の
上
昇
に
伴
っ

て
、
被
害
が
進
行
す
る
。
土
壌
湿
度
が

高
い
と
増
殖
や
感
染
に
好
適
で
あ
る
。

•
窒
素
質
肥
料
を
多
用
す
る
と
，
生
育
が

軟
弱
に
な
り
発
病
を
助
長
す
る
。

•

生
育
が
不
良
で
不
揃
い
で
あ
る
か
、
株

全
体
が
生
気
を
失
っ
て
い
れ
ば
、
発
病

の
疑
い
が
あ
る
。
地
際
部
を
重
点
に
散

布
す
る
。

２ 

害
虫

①
ネ
ギ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ

•

葉
内
を
不
規
則
に
蛇
行
し
て
食
害
す
る

（
白
い
筋
状
）。
Ｂ
系
統
は
、
複
数
匹
ど

が
１
葉
を
食
い
尽
く
し
、
葉
全
体

が
白
化
す
る
（
図
３
）。

•

気
温
が
上
昇
す
る
梅
雨
明
け
か
ら

９
月
に
か
け
て
急
増
す
る
。

•

予
防
散
布
に
は
粒
剤
、
株
元
か
ん

注
を
主
体
と
し
て
防
除
を
心
が
け
、

有
益
な
土
着
天
敵
を
温
存
す
る
。

②
ネ
ギ
ネ
ク
ロ
バ
ネ
キ
ノ
コ
バ
エ

•

幼
虫
が
地
中
で
茎
盤
部
や
軟
白
部

を
食
害
す
る
（
図
４
）。
激
発
す

る
と
ほ
場
が
坪
枯
れ
と
な
る
。

•

３
月
中
旬
～
12
月
上
旬
ま
で
長
く

活
動
し
、
特
に
９
月
～
10
月
に
増

加
す
る
。
11
月
が
成
虫
の
発
生

ピ
ー
ク
と
な
る
。

•

発
生
初
期
に
防
除
を
徹
底
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
８
月
末
の
株

元
か
ん
注
か
ら
、
約
３
週
間
に
１

度
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョン
防
除
を
行
う
。

★
農
薬
使
用
時
は
ラ
ベ
ル
の
記
載
内
容
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
★
同
じ
薬
剤
、
同
じ
R
A
C
コ
ー
ド
の
薬

剤
の
連
用
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
★
周
辺
作
物
へ
の
飛

散
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

夏
季
は
、
気
温
が
上
昇
し
て
厳
し
い
暑

さ
が
続
い
た
り
、
集
中
豪
雨
が
発
生
し
た

り
と
、
気
象
の
急
激
な
変
化
に
よ
り
病
害

虫
の
発
生
が
問
題
と
な
る
時
期
で
す
。
薬

剤
の
適
期
防
除
や
こ
ま
め
な
雑
草
管
理
な

ど
の
対
策
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
被
害
が
増
大
す
る
前
に
対
策
を
行
い

ま
し
ょ
う
！

１ 

病
害

①
白
絹
病
（
糸
状
菌
）

•

株
元
の
地
際
部
付
近
に
白
色
で
絹
糸
状

の
菌
糸
、
淡
褐
色
球
形
の
菌
核
を
生
じ

る
（
図
１
）。

•

梅
雨
末
期
か
ら
８
月
下
旬
に
か
け
て
最

も
進
行
す
る
。
乾
燥
状
態
の
あ
と
に
過

湿
状
態
が
続
く
と
激
増
す
る
。

•

敷
き
わ
ら
な
ど
の
未
分
解
有
機
物
を

施
用
す
る
と
、
そ
こ
で
病
原
菌
が
増

殖
し
多
発
生
の
原
因
と
な

る
。

•

地
際
部
や
周
辺
の
地
表
面

に
白
色
の
菌
糸
が
生
じ
た

ら
直
ち
に
株
元
散
布
を
行

う
。

②
軟
腐
病
（
細
菌
）

•

地
際
部
に
発
生
し
た
場
合
、

図 1  地際部に生じた菌核
（白絹病）

夏
季
の
ね
ぎ
病
害
虫
防
除
管
理

【全体運】手厳しい指摘を受けるなどショッキングなことがあるかも。ただし反省して見直せば大きな方向転換に。転機です
【健康運】無理は禁物。ティータイムでリフレッシュ　　【幸運の食べ物】ナス

☆モナ・カサンドラ★今月のあなたの運勢★ 8月 双子座　5/21〜6/21

❹


